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　委員会では、伝統ある行事であり夏の風物詩とし
て親しまれているこの祭が、町内の子供たちの思い
出作りになるようこれまで以上に盛りだくさんの内容
で実施したいとして決議されました。
　なお、実施運営に当たっては、会員皆様や地元
の企業団体様からご協賛を賜り実施しております。

本年もご協賛の募集を行いますので、
どうかご趣旨ご理解のうえ、ご協賛を賜りますよう何卒よろしくお願いします。

　地蔵祭は、令和5年、新型コロナウイルス感染症の収束を
受け、商店街を歩行者天国にして、大津町役場周辺を主会場
として2回目の実施を果たすことができました。昨年は、2日間
を通して約３万人の来場者を見るに至りました。
　その実施内容におきましてもステージイベント、夜店に加え、
楽曲を「花のおおづ」と「おおづ音頭」の2曲を交えて商店街
から役場駐車場にかけての総踊り、それから安全祈願、無病
息災を祈願した六地蔵山車の曳き回し、そして、初日の23日
には、800発の花火を打ち上げました。

開催日 8月23日（土）～24日（日）
去る4月24日、
大津地蔵祭実行委員会において、
本年の地蔵祭も

大津町役場周辺や大津商店街の
歩行者天国を会場として、
開催されることが決定されました。
※航空機の飛行に影響を及ぼすため、
　花火の打ち上げは21時以降になります。
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「大津地蔵祭」開催決定！！
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企業の数だけドラマがあるーー

大津町の企業を直撃インタビュー！ 「声」の力で人を、地域を、元気に楽しく！

次の飛躍へ！
　

本
総
会
も
無
事
終
え
、新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、会
員
の
皆

様
方
に
は
、本
商
工
会
活
動
に
対
し
、

ご
協
力
、ご
理
解
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。さ
て
、依
然
と
し
て
続
く
物

価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、人

手
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、中
小
、小
規
模

事
業
者
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、消
費
者
の
節
約

志
向
も
強
ま
っ
て
お
り
、売
り
上
げ
や
採

算
の
確
保
に
課
題
を
抱
え
る
事
業
所
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。本
町
に
お
き
ま
し

て
は
、Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
連
の
進
出
に
伴
い
、町

の
地
価
は
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
ほ

ど
、上
昇
し
て
お
り
活
性
化
も
み
ら
れ
て

お
り
ま
す
。一
方
で
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。家
賃
の
高
騰
や
物
価

高
の
影
響
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
に

な
る
事
業
者
や
、新
規
出
店
を
断
念
す

る
事
業
者
も
増
え
、更
に
は
人
手
不
足

と
いっ
た
課
題
も
重
な
り
、活
性
化
に
伴

う
波
及
効
果
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い

と
言
う
状
況
で
あ
り
、経
営
環
境
の
悪

化
ま
で
心
配
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。町
に
と
って
大
き
な
転
機
と
な
って

い
る
の
は
違
い
な
い
の
で
、な
ん
と
か
そ
の

恩
恵
が
地
域
の
事
業
者
に
繋
が
る
よ
う

な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
思
って
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、本
会

の
令
和
７
年
度
の
重
点
目
標
と
致
し
ま

し
て
、総
会
資
料
に
ご
ざ
い
ま
し
た

１
、 
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
等
の
県
内
進
出
を
契
機
と

し
た
地
域
経
済
の
活
性
化

２
、 
事
業
承
継
と
創
業
支
援
の
強
化
に

よ
る
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

３
、 

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

各
事
業
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、昨
年

度
の
実
績
関
係
を
踏
ま
え
、更
に
踏
み
込

ん
だ
対
策
を
実
施
し
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。依
然
と
し
て
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
の
問
題
は
厳
し
く
な
る一方
で
あ
り
ま

す
。各
種
支
援
制
度
の
活
用
や
経
営
相

談
、販
路
開
拓
、デ
ジ
タ
ル
化
支
援
な
ど
、

事
業
者
の
皆
様
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。本

年
度
も
地
域
経
済
の
活
性
化
と
会
員
の

皆
様
の
事
業
継
続
と
発
展
を
全
力
で
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支
え
合
い
で
拓
く

大
津
町
の
未
来

　

観
光
委
員
長
の
任
を
頂
き
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
コ
ア
な
活
動
は
大
津
町
商

工
会
活
動
の
視
点
で
観
光
事
業
の
振
興

に
取
り
組
む
所
に
在
り
ま
す
。

　

地
域
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
意
味
の
一
つ
に

は
人
間
交
流
を
促
し
相
互
関
係
を
密
に

す
る
こ
と
に
在
り
ま
す
。豊
か
で・
明
る
い

地
域
形
成
の
た
め
の
基
本
的
要
件
で
あ

り
、地
域
の
商
工
業
者
が
望
む
所
で
も
あ

り
ま
す
。

　

従
って
当
観
光
委
員
会
で
は
観
光
に
関

す
る
全
般
を
協
議
し
ま
す
が
、そ
の
要
素

を
具
現
化
す
る
た
め
の
身
近
で
重
要
な

事
業
と
し
て「
大
津
地
蔵
祭
」に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

　

熊
本
地
震
・コ
ロ
ナ
の
影
響
で
数
年
他

会
場
に
お
い
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
地

蔵
祭
も
、一
昨
年
よ
り
会
場
を
元
の
場
所

に
戻
し
、役
場
庁
舎
を
中
心
に
歩
行
者

天
国
と
連
携
し
盛
大
に
催
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
各
位
の
皆
様

に
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
大
津
地
蔵
祭
」の
歴
史
で
す
が

日
吉
神
社
の
社
記（
寿
賀
廼
舎
日
記
抄
）

に
は
１
８
３
９
年（
天
保
10
年
）か
ら
初
め

て
記
事
が
見
え
ま
す
。

　

日
付
は
旧
暦
で
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、現
在
と
は
日
付
・
場
所
と
も
大
い
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歩
行
者
天
国
を
取
り
入
れ
た
現
在
の

形
態
に
至
っ
た
の
は
や
が
て
昭
和
55
年
〜

56
年
以
前
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

私
は「
明
日
の
観
光
大
津
を
創
る
会
」

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て「
か
ら
い
も
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
」他
色
々
な
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
に
永

く
携
わ
って
き
ま
し
た
。

　

そ
の
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
委
員
会

活
動
を
行
い
建
設
的
な
意
見
を
提
案
し

て
行
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

す
で
に
、「
令
和
７
年
度
大
津
地
蔵
祭
」

の
実
行
委
員
会
も
開
催
さ
れ
、８
月 

23
・
24
日
に
向
け
て
計
画
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
ず
は「
継
続
は
力
な
り
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、よ
り
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
・
楽
し

ん
で
も
ら
え
る「
大
津
地
蔵
祭
」創
り
に

注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ご
う
！

大
津
の
灯

新
年
度
の
ご
挨
拶

大津町商工会
総務委員長

西川 秀貢

大津町商工会
観光委員長

大塚 鷹之介

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
は
、心
地
よ
い

声
や
明
る
い
声
が
つ
き
も
の
。声
ひ
と

つ
で
、空
間
や
雰
囲
気
を
メ
イ
ク
す
る

の
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
だ
。そ
ん
な
影
の
立
役
者
で
も
あ

る
、「
声
」で
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
た

い
！ 

と
日
々
奮
闘
す
る
の
は
笑
顔
が

印
象
的
な〈
a
n
d. 

司
会
事
務
所
〉

代
表
・
瀧
本
え
み
さ
ん
。こ
れ
ま
で
、ラ

ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト

の
司
会
、リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど「
声
」を
届

け
て
12
年
に
な
る
。

　　「
子
供
の
頃
は
、人
前
で
話
す
こ
と

は
好
き
で
は
な
か
っ
た
」と
話
す
瀧
本

さ
ん
が「
声
」を
使
っ
て
、人
前
で
話
す

魅
力
に
目
覚
め
た
の
は
量
販
店
勤
務

時
代
、店
内
放
送
担
当
に
な
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。司
会
事
務
所
に
入

り
、経
験
を
重
ね
少
し
ず
つ
仕
事
が
増

え
て
い
っ
た
頃
、思
い
切
っ
て〝
声
一

本
〞で
生
き
て
い
く
道
を
選
ぶ
。そ
の

後
、「
楽
し
い
人
と
何
か
コ
ラ
ボ
し
た

い
」と
考
え
て
い
た
時
に
イ
ベ
ン
ト
の

司
会
役
と
し
て
声
が
か
か
り
、イ
ベ
ン

ト
の
面
白
さ
も
知
っ
て
い
っ
た
。

　
元
々
は
、接
客
業
が
多
か
っ
た
瀧
本

さ
ん
。人
と
接
す
る
の
が
好
き
な
性

格
は
、雰
囲
気
づ
く
り
や
楽
し
い
空
間

の
共
有
な
ど
を
メ
イ
ン
と
す
る
、イ
ベ

ン
ト
や
婚
礼
の
司
会
業
は
天
職
に
感

じ
た
。司
会
と
お
客
さ
ん
で
作
る
唯
一

無
二
な
イ
ベ
ン
ト
空
間
は
、「
今
」「
こ

の
瞬
間
」を
積
み
上
げ
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
。司
会
が
空
気
を
左
右
す
る

重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、緊
張
感

も
当
然
あ
る
が
、そ
れ
以
上
に
や
り

が
い
と
楽
し
さ
が
上
回
っ
て
い
く
。

　
8
年
前
か
ら
は
ラ
ジ
オ
に
も
挑
戦
。

イ
ベ
ン
ト
と
違
っ
て
、お
客
さ
ん
の
表

情
が
見
え
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
、相
手
の

状
況
を
想
像
し
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
工
夫
を
心
が
け
る
。と
あ
る
リ
ス

ナ
ー
か
ら「
目
が
見
え
な
い
け
ど
、空

の
色
が
伝
わ
っ
て
き
た
」と
い
う
感
想

を
も
ら
っ
た
時
は
、自
分
の
気
遣
い
や

工
夫
が
伝
わ
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た

瞬
間
。「
楽
し
く
話
す
声
が
好
き
」と

の
リ
ス
ナ
ー
の
声
も
多
く
、電
波
を
通

じ
て〝
自
分
ら
し
い
楽
し
さ
〞を
届
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
く
。

　
F
M
小
国
で
も
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、〝
小

国
町
〞と
い
う
地
域
へ
の
愛
着
も
深

ま
っ
て
い
る
。「
自
分
の〝
居
場
所
〞が

増
え
て
い
く
の
が
楽
し
い
」と
語
る
瀧

本
さ
ん
は
、大
好
き
な
大
津
町
や
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
、商
工
会
青
年
部
で
も

精
力
的
に
活
動
中
。青
年
部
員
と
の

交
流
の
中
で
視
野
も
広
が
り
、新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
わ
く
わ
く
す
る
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。

　
と
に
か
く
楽
し
い
こ
と
が
大
好
き

な
瀧
本
さ
ん
。「
自
分
な
り
の〝
楽
し
む

ア
ン
テ
ナ
〞を
張
り
な
が
ら
、人
と
触

れ
合
い
、誰
か
の
力
に
な
れ
た
ら
」と

縁
し
た
人
を
大
切
に
、人
に
触
発
さ

れ
な
が
ら
、一
緒
に「
楽
し
い
空
間
」を

作
り
上
げ
て
い
け
る
存
在
へ
。今
日
も

ま
た
、瀧
本
さ
ん
の「
声
」が
誰
か
の
心

に
届
き
、楽
し
さ
と
一
緒
に
、笑
顔
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
楽
し
い
こ
と
」が
繋
が
っ
て

声
の
仕
事
に

人
が
好
き
、

地
域
が
好
き
だ
か
ら

自
分
ら
し
い

「
楽
し
い
空
間
」を
作
り
出
す

パーソナリティとして、わかりやすいトークを心がける代表の瀧本さん1 お客さんの表情が見えるイベント司会も楽しい2 商工会青年部の活動も楽しい3

1 2

3

県内を中心にラジオ、イベント、式典、婚礼、各種パーティーの司会など
フリーランスとして活動。声がかかればどこへでも駆け付ける、フットワー
クの軽さを武器としている。趣味は「食」。美味しそうなお店をSNSで
チェック、足を運ぶことを楽しみとしている。終活アドバイザーや、ダイビン
グライセンスの資格も持ち合わせている。天草町出身。

and. 司会事務所
代表 瀧本 えみ

takimoto.e24@gmail.com
☎090-3012-7888
E-mail
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商工会
トピックス

本会では去る５月２６日、エアポートホテル熊本において
令和７年度通常総会を開催いたしました。
大津町の金田英樹町長を始め多数のご来賓にご臨席いただき
開催することができました。なお、総会終了後、ご来賓並びに会員の
親睦を深めるため交流会も開催し、盛会裏に終了することができました。

令和７年度通常総会を開催し、
全議案承認いただきました

　青年部は4月9日、エアポートホテル熊本において令和7年度通常総会
を開催いたしました。藤原芳彦青年部長が主催者挨拶を行い、青年部
員、関係各位の皆様のご協力のもと、事業を無事に終了できたことを報
告し、感謝の気持ちを述べられました。また、令和6年度は各部員による
新規部員加入推進を積極的に行い部員数が11名増加、より一層組織の
強化と活性化に繋がっています。今回の総会において任期満了に伴う役

員改選により、新部長に黒田晃氏
が選出されました。議案審議で
は、慎重に審議が行われ、次の議
案が全て承認されました。

①令和6年度事業報告及び
収支決算書承認について

②令和7年度事業計画（案）
並びに収支予算書（案）
の承認について

③任期満了に伴う役員改選
について

令和7年度
商工会青年部通常総会

　女性部は4月17日（木）、大津町町民交流施設（オークスプラザ）にお
いて令和7年度通常総会を開催いたしました。
　橋本千春女性部長が主催者挨拶を行い、令和6年度は部員皆様のご
協力のもと、計画通り事業が終了したことを感謝するとともに、令和7年
度も積極的に事業活動に取り組んで行くことを表明されました。
　議案審議では、慎重に審議が行われ、次の議案が全て承認されました。

①令和6年度事業報告及
び収支決算書、貸借対
照表の承認について

②令和7年度事業計画
（案）並びに収支予算書
（案）の承認について

③ 任期満了に伴う役員改
選について
※役員改選では橋本千春部
長が再任されました。

令和7年度
商工会女性部通常総会

　松永幸久会長が主催者挨拶を行い、「JASM熊本工場
が本格稼働し、大津町の環境は目まぐるしく変化してい
る。商工業者にとって憂慮すべきことが数ある中で、しっ
かりと行政と連携し、地域発展のサポートをすることが商
工会の役目である。また、会員の皆様が商工会に加入し
てよかったと思われるように、令和7年度も役職員一同、
一丸となって会員支援に取り組んでいきたい」と今後の
活動方針を示しました。
　この後、従業員表彰に続き議案審議に移り、次の６議
案につきまして審議・承認されました。

①令和6年度事業報告及び収支決算書並びに
貸借対照表、財産目録の承認について

②令和7年度事業計画（案）並びに収支予算書
（案）の承認について

③予算の一部更正を理事会に一任することの
承認について

④定款の一部改正について

⑤青年部規約の一部改正について

⑥役員の欠員並びに辞任に伴う補充選任につ
いて

　第4、第5号議案では、青年部事業が増加する中で、担
当部員の負担が大きくなっていることを配慮し組織体制
を見直すため、定款第44条にある青年部副部長2人から
3人に増員することが上程され承認可決されました。
　第6号議案では、本会理事は現在19人であり、定款に基
づく理事21人に対して2人の欠員となっておりましたが今
回、青年部長の任期満了に伴い、先の青年部総会で新青年
部長に就任された九州電設（株）大津営業所の黒田晃氏
を、新しく理事に選任し、前青年部長として理事を務められ
ていた藤原芳彦氏を引き続き商工会の理事として選任い
たしました。また、歌岡総業
（有）の歌岡真太郎氏を新し
く理事に選任することが上
程され承認可決されました。

役職 氏名（敬称略）

理 事

理 事

理 事

黒田晃（新任）

藤原芳彦（新任）

歌岡真太郎（新任）
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後継（候補）者の育成を後押しします！！
　「熊本県事業承継・後継ぎ支援事業補助金」は後継者及び後継者候補の育成、事業承継に伴う企業評価等
及び後継者が行う販路開拓や生産性向上等の取組みに対し、その経費の一部を支援するものです。（熊本県
HPより） 詳細は、熊本県ホームページをご参照ください。
対象者 ①と②：支援機関の支援を受け、事業承継に取り組む小規模事業者

　　③：2021年1月15日から2026年1月15日までに熊本県内で事業承継をする
　　　 小規模事業者
①②：2025年11月28日（金）※随時交付決定
    ③：2025年5月30日（金）

受付締切 原則2／3、広報費1／3、
親族内承継も対象

補助率

補助金 補助上限

20万円

対象経費
①後継ぎ成長
対象時期：引継ぎ前

公的機関等が実施する研修に要する受講費用及び教材費用
（中小企業大学校研修費等）

50万円②事業承継準備
対象時期：引継ぎ前

事業承継に係る契約書作成費用、企業価値・事業用資産・株式評価費用
（弁護士、税理士、不動産鑑定士への依頼費用）

100万円③引継ぎ応援
対象時期：引継ぎ後

店舗改装費、機械装置、店舗家賃等、前の経営者のノウハウを引継ぐ
研修費用（公的機関の研修費、前経営者からの研修費等）

補助事業に係る自己負担分の一部を支援します！
　熊本県中小・小規模事業者「生産性・売上げ向上後押し事業補助金」は熊本県内に主たる事業所を有する中小企業者
であり次の①～③をすべて満たす事業者の皆様を支援するものです。詳細は、熊本県のホームページをご参照ください。
①国または県の補助事業を活用した
☞令和6年5月23日以降に、県が指定する国または県の補助金の採択を受け、かつ、交付の確定を受けていること

②全従業員の賃金を引き上げた
☞令和6年8月9日以降に、令和6年度の熊本県最低賃金を超える額※（時間額953円以上）に引き上げていること

③パートナーシップ構築宣言を行った
☞「パートナーシップ構築宣言」ポータルサイトに登録※していること

生産性・売上げ向上後押し事業補助金 公募中！生産性・売上げ向上後押し事業補助金 公募中！

熊本県事業承継・後継ぎ支援事業補助金 公募中！熊本県事業承継・後継ぎ支援事業補助金 公募中！

令和7年4月30日（水）から令和8年1月30日（金）※まで申請期間

熊本県ホームページから電子申請申請方法

補助金事務局コールセンター 096-223-6801問い合わせ先

※予算額に達した場合は、期限前
　であっても受付を終了します

大津町内で新たに創業する方、新分野進出する方に対し、補助
を行います！
　大津町では大津町の産業の活性化を図るために、大津町内で新たに創業する方、新分野に進出する方を補助します。

　上記のほか、対象となる要件、経費など、詳細については、大津町ホームページをご確認ください。また、大津町商工会
では、申請に必要な事業計画書策定や申請支援等を行いますので、【大津町商工会096-293-3421】までお電話ください。

大津町創業支援補助金のご案内大津町創業支援補助金のご案内

補助対象となる経費（税抜き）に補助率を乗じた額とし、その額は1補助対象者につき
100万円が上限となります。

補助上限額

2分の1（一部 4分の1）補助率 大津町役場2階  商業観光課（096-293-3115）申請場所

商工会と企業さんの歩みをインタビュー！
今回は、文化の架け橋を食でつなぐ
韓国家庭料理店「K seoul」さんです。

今回の
MISSION 創業支援 など 左側が代表の長田淑恵さん

　「本当にゼロからのスタートでした」。そう語るの

は、可愛いブタがトレードマークの韓国家庭料理店

「K seoul（ケーソウル）」を営む代表の長田淑恵さ

ん。「自分にできることは料理！」と韓国の家庭で親し

まれる味を信じ、日本人向けに“合わせすぎない”ス

タイルで、「家庭の味」で勝負しています。

　地元客に加え出張中の外国人や観光客も多く、今

では「大津に来たらK seoulへ」という声も。最近では

韓国からのゴルフツアー客が増え、旅の途中で恋しく

なる“韓国の味”を届けたい、と長期滞在者への食事

提供にも前向きです。

　県外から移住し、土地勘も知り合いもいない場所

で手探りのスタート。開業当初は、店舗契約から営業

許可、価格設定や創業計画書まで盛りだくさん。何も

かもが初めての経験に「ただやってみたい！」から始

めた長田さんは戸惑うばかりでした。そんなとき、お

店の内装を担当していた業者を通じて、大津町商工

会と出会います。

　紹介してもらってからは［ 創業支援 ］から始まり、

とにかくなんでも相談しました。「創業計画書って

何？というレベルからのスタートで…。商工会の松本

さんがいなかったら、お店は開業できていないと思

います」と語る長田さん。行政手続きや書類作成、経

営の基本まで、親身なサポートに救われたといいま

す。今では経営のことも含めて、なんでも相談できる

強い味方になっています。

　一度来てくれたお客様が、“また来たい”と思えるよ

う毎日が真剣勝負。料理のクオリティには妥協せず、

スタッフにも「一皿で未来が決まる」と伝えています。

　「自分が町の役に立っているとは思っていない。でも、

少しでも元気になれたら」。近隣の飲食店経営者たち

とも交流しながら、大津町のにぎわいづくりにも力を

注いでいます。

　　「この町は、本当にあたたかい人しかいないで

す。自分を受け入れてくれたから、私はここで頑張れ

ています」。今日もまたK seoulの味が、新しいつなが

りを生み出しています。

自分にできることで喜んでもらいたい！

韓国家庭料理 「K seoul」

まずは［ 創業支援 ］からスタート

商工会を相談役に

一期一会の一皿に全力を注ぐ

すべての出会いに、ありがとう

担当者より

長田さんとは、商工会員企業さんのご紹介をきっかけに
ご相談頂きました。
商工会では、創業計画書の作成から一緒に始め、営業許
可申請や帳簿のつけ方など、幅広くご支援させていただ
きました。現在は、創業３年目を迎えられ、お店の様子を
見るといつも多くのお客様で賑わっていて、大変うれしく
感じております。ひとりひとりのお客様を大事にされると
てもアットホームなお店です。ぜひ、本場の韓国料理を
食べに行かれてみてください♪

韓国料理
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